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要旨: 

• 大質量原始星候補天体周囲の階層的構造を網羅的に観測した 
• 6.7 GHzメタノールメーザーの観測から星周100 – 10 AUスケールで非軸対称
な降着流の存在が示唆された 

• NH3/N2H+の観測から1 - 0.1pcスケールの星団形成フィラメントから星周エン
ベロープへガス流入の兆候が見られた 

• 単一鏡/結合型干渉計スケールから VLBIスケールまで空間スケール 3桁に渡
って降着が連続的に繋がっている可能性がある 

 
ターゲット: G353.273+0.641 
 比較的近傍 (1.7 kpc)に位置する大質量原始星候補天体(〜20 Msun)。ほぼ Face-onの
降着系をもっていることが示唆されている(Motogi + 2016 in press)。南天の天体(Dec
〜-34°)であり、ALMAの良いターゲットとなりうる。ハーシェルによる遠赤外線観
測およびMopraによる分子ガス観測から南北方向に伸びた星団形成フィラメント(〜
1000 Msun)の南端付近に天体が位置していることがわかっている。 
 
観測: 共同利用をベースにスケールに会わせて観測装置、配列を変えて行った。 

•  星団形成クランプ (1 – 0.1 pc)... J-VLA 
• 降着エンベロープ (0.1 pc - 1000 AU) ... J-VLA、ATCA、SMA 
• 星周降着系 (100 – 10 AU) ... J-VLA、ATCA、VLBA、VERA 

 
 
結果 1:結合型電波干渉計による高分解能観測(100 – 10 AU) 
 7mm連続波(J-VLA)観測から、H2Oメーザーで検出された双極ジェットの根元に半
径 100 AU程度の非常にコンパクトな構造が観測された(図 1)。スペクトル指数から



7mm連続波の起源は HII領域などでは無く、降着系内部の高温のダストであること
が示唆されている。また 6.7 GHz メタノールメーザーの観測から同降着系の速度場
を解析した結果、放物線軌道に沿った非軸対称な降着流が存在する可能性が示唆され

た。モデルフィットの結果から降着流は 10 AU付近で face-onの降着円盤面に接続し
てると考えられる。 

 
図 1(a): 7-mm ダスト (J-VLA) + H2O メーザージェット (VERA) 

図 1(b): 6.7 GHz メタノールメーザー (ATCA, VLBA) 
 

結果 2: VLA/ATCAによる母体クランプ観測 (1 pc – 10000 AU) 
 NH3および N2H+輝線のマルチライン観測から、フィラメントに沿って星周エンベ

ロープに流れ込む赤方偏移したブリッジ状の降着流が発見された(図 2)。同降着流は
母天体の北西 3000 AU程度の地点まで加速されたのち、減速に転じてエンベロープ
へと流れ込んでいる。加速と減速の切り替わり地点で NH2+が depletionする傾向が
みられることから、温度上昇または衝撃波たっていることが示唆される。 
 
結果 3: ホットエンベロープ (1000 AU) 
 NH3 (4,4)輝線の観測から 100 K程度の高温エンベロープが検出された。エンベロー
プの速度場は北西側で赤方偏移しており、降着流がそのまま接続している可能性が示

唆される。また東側では青方偏移の傾向がみられているが、これについてはエンベロ

ープ自身の速度場と東側へ吹き出すジェットによる影響が切り分けられておらず、さ

らに高分解能な観測が必要である。 
 
まとめ:	 以上の結果から 0.1 pcスケールの星団形成クランプから星近傍 10AU付近
まで続く降着流の存在が示唆された。このように階層を跨いで降着が続く様子を捉え

たのは初めてのことであり、大質量星を含む星団形成のメカニズムの解明に繋がると

期待される。 

Figure 1: Left: The VLBI positions of H2O maser spots [5]. The maser jet is dominated by highly
blue-shifted components against the systemic velocity of ∼ -5 km s−1. Contours shows the highest-
resolution 7-mm continuum image taken by J-VLA. A synthesized beam of J-VLA (0′′.13 × 0′′.05) is
shown in lower left corner. The coordinate origin is (α,δ)J2000.0 = (17h26m01s.5883, -34◦ 15′ 14′′.905),
which is also adopted in all the other images in this proposal. Right: Distribution of 6.7 GHz CH3OH
masers taken by ATCA.

Figure 2: Tentative SED of the innermost (∼ 200
AU diameter) accretion system between 1.3 cm
to 1.3 mm. SMA and ATCA data are shown as
upper limits, since these clearly contain extended
emission from the arcsecond-scale envelope, which
was completely resolved-out in the J-VLA data.
Cyan and Red dotted lines show the possible slope
of dust continuum emission.

Figure 3: Top: Schematic view of the ”parabolic in-
fall” model for the CH3OH maser kinematics. Bot-
tom: ”Distance-velocity” diagram, where the verti-
cal and horizontal axes show a projected distance of
each maser clump from the center and LOS veloci-
ties, respectively. The dotted line indicates the best-fit
model.
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図 2: NH3および N2H+の積分強度図(左)と位置速度図(右)。 

図 3: NH3 (4,4)の 1次モーメントマップ 




